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発表の内容 

• 自分自身のフィールドワークの体験にもとづ
き，日頃考えていること 

 

• 主な対象は院生・学類生 
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教育研究科 

横浜中華街巡検 



フィールドワークの“原点” 

南伊豆の半農半漁村 

  大学院生の巡検 

  指示待ち人間→自主性なし，消極的 

          ⇓    与えられたテーマ 

聞き取り調査の難しさ，重要性 

フィールドノートの重要性 

公表されている統計数字だけじゃない→「量」＋「質」 

 

研究のオリジナリティとは？ 
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横浜中華街でのフィールドワーク 

統計数字の不足→文化地理学に共通 

政治的対立の中で 

   「台湾派，大陸派，それとも公安の方？」 

聞き取り調査の困難性 

  営業中の店舗への聞き取り 

   「調査に協力して，何かよいことあるの？」 

↓ 

聞き取り，地図作成の重要性    
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大学院のゼミ発表 

大学・研究室の水準を示す＝「真剣勝負の場」 

⇓ 

教員の指導力，院生の能力 

 

発表内容 

  前回発表後の新しい成果を発表 

             ⇓ 

      自作のオリジナルな図，表 
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シンガポール（南洋大学）留学・東南アジア調査 
 

文部省アジア諸国等派遣留学生 

   大学院D.2の時，2年間 

 

留学生活→「毎日がフィールドワーク」 

  常に地図，メモ帳を携帯，フィールドノートに記録 

  「発見」の連続 

 

東南アジア各地のチャイナタウン調査 
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東南アジアのチャイナタウン調査 

シンガポール，マレーシア，インドネシア，フィリピン，
タイ，ビルマ（現ミャンマー） 

 

情報がない，地図もない→フィールドワークで勝負 

             聞き取り，観察，地図をつくる 

 

 現地で生の声を聞き，記録し，現地で執筆する 

             ⇓       臨場感のある文章 

現地で構成（章立て）を考える 

              →残された課題が見えてくる 
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フィールドノートから本をつくる 

古今書院， 

（1987年） 

1979年，ビルマ調査時のフィールドノート 



地図をつくる（マンダレー）   
                    1979年 
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ビルマ 

（現ミャンマー） 
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『東南アジアのチャイナタウン』 
古今書院，p.177  

マンダレーの華人関係 

施設の分布図 



地図をつくる（コルカタ） 2009年  
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地理空間，第2巻，第1号，2009年 

→文献12 



地図をつくる（コルカタ） 2009年  

11 地理空間，第2巻，第1号，2009年 



フィールドワークの前に 

日頃の文献・情報の収集・整理が重要 

⇓ 

事前の豊富な知識＝優れたフィールドワーカーは読書家 

⇓   

フィールドワークで効果を発揮 

⇓ 

新たなアイディアが生まれる 
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フィールドワークから研究のアイディアが 
生まれる ～「住み分け」の例～ 

横浜中華街の研究 

  外国人居留地時代の住み分け 

    欧米人→山手居留地へ 

    中国人→埋立居留地へ 

          （元の新田集落） 

            ⇓ 

         シンガポール 

    「華人方言集団の住み分け」 

            ⇓ 

    エスニック集団の住み分け 

       エスニックタウン 

                  

13 



フィールドワークから研究のアイディアが 
生まれる ～「ニューチャイナタウン」の例～ 

• カリフォルニア大学バークレー校 

   Asian American Studies 

  当初の計画＝サンフランシスコのチャイナタウン 

⇓    （Old Chinatown） 

郊外に新しいチャイナタウンが形成 

            （New Chinatown）    
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フィールドワークから研究のアイディアが 
生まれる ～「ニューチャイナタウン」の例～ 

• カリフォルニア大学バークレー校 

   Asian American Studies 

  当初の計画＝サンフランシスコのチャイナタウン 

            ⇓    （Old Chinatown） 

郊外に新しいチャイナタウンが形成 

  （New Chinatown） 

⇓ 

“日本最初のニューチャイナタウン” 

「池袋チャイナタウン」 
              （2003年命名）          

15 



世界のチャイナタウンの比較考察から 
生まれるアイディア 

世界各地のチャイナタウンにみられる地域性 

⇓ 

観光地化 

発展，衰退 

他のエスニック集団（ベトナム系）の流入 

⇓ 

エスニック・コンフリクト（科研基盤A） 

世界のチャイナタウンの類型化の試み 
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海外華人の出身地 

「僑郷（華僑の故郷）」の
調査・研究 

          
                  

移民母村の研究 

黒竜江省ハルビン市方正県 

浙江省温州・青田 

福建省福清 



海外華人の出身地「僑郷（華僑の故郷）」の研究 
          
                  移民母村の研究 
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福建省福清市での 

フィールドワーク 

    

   

日本出稼ぎ者が建てた「御殿」 



海外華人の出身地「僑郷（華僑の故郷）」の研究 
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黒竜江省ハルビン郊外， 

方正県でのフィールドワーク 

 

中国残留日本人の故郷 

中日友好園林 


